A case of renal cell carcinoma with an extremely high serum carcinoembryonic antigen level by 田中, 一志 et al.
Title CEA異常高値を示した腎細胞癌の1例
Author(s)田中, 一志; 長久, 裕史; 杉多, 良文; 吉村, 光司; 梅津, 敬一




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University







Kazushi TANAKA, Hirofumi CHOKYU, Yoshifumi SUGITA,
Koji YOSHIMURA and Keiichi UMEZU
From the Department of Urology, Kobe National Hospital
   A case of renal cell carcinoma with extremely high serum carcinoembryonic antigen (CEA) levels 
is presented. A 57-year-old female complained of left flank pain. Computerized tomographic (CT) 
scan revealed left renal tumor and laboratory examination revealed an extremely high serum level of 
CEA (815 ng/ml). No abnormal findings were recognized in gastrointestinal or genital systems. 
Radical nephrectomy was done. The histology was renal cell carcinoma (RCC, intermediate type, 
mixed type, pleomorphic cell type,  G3  >G2,  INF  y, pT2,  pV0). Tumor cells were positive for CEA by 
ABC-peroxidase staining. Levels of tumor markers decreased after operation. However, CEA levels 
rose again and lymph node metastases appeared. She died 6 months after operation. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 42: 365-367,1996) 
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緒 言
現在の ところ腎細胞癌 において感受性 と特異性 が と
もに優れた腫瘍マ ーカーは知 られていない.今 回われ
われは,血 清CEAが 異常高値 を示 し,腫 瘍組織 内に





既往歴 家族歴:特 記すべ きことな し
現病歴:1995年3月1日 頃 より左側腹部痛 を認め,
某市民病院内科 を受診 した.腹 部超音波,CTで 左 腎
腫瘍 と診断 され当科 を紹介受診,3月7日 入院 とな っ
た.
入院時現症:身 長148cm,体重70kg.表在 リンパ
節 は触知 しなか った.左 側腹部 に小児頭大 の弾性硬の
圧痛のある腫瘤 を触知 した.
入 院時検 査 成績:WBC9,800/mm3,RBC362×
104/mm3,Hb10。8g/dl,Plt30.9×104/mm3と軽
度の貧血 と白血球数の増加 をみとめた.電 解質,肝 腎





















わせ る所見 は認 めなか った.
病理所見:腎 の上極 にのみ正常部分 を認め,腫 瘍は
18×20×17cmで重量 は3,700gであった.壊 死 に よ




で 細胞質が中等度か ら高度 に染色 され る腫瘍細胞 を
多数認めた(Fig.3).以上 よ りCEA抗 原陽性腎細胞
癌 と診断 した.
術後臨床経過:術 後血清CEA値 は6.4ng/dlまで
低下 したが,そ の後再上昇 し,CTに て対側 の腎 門部
および下大静脈周囲 リンパ節へ の転移が確認 された.
イ ンターフェロン αの投与 を開始 したが効果 な く,
イ ン ター フェ ロ ン γ に変更 したが 無効 であ った.
CEA値 の上昇 とともに転移巣 は増 大 し続 け,リ ンパ













にな るとCEAが 癌組織だけでな く患者 の血液 中に も
検出 されるようにな り,さ らに非癌結腸粘膜 に も少量
ではあるが存在 する ことが確め られた.ま た,消 化器
上皮以外 の悪性腫瘍 および一部の良性疾患 で も上昇す
ることが確認 された2,3).その後CEAは 腫瘍 関連抗
原 として,現 在 まで広 い範囲の悪性腫瘍 において検討
されるようにな った,
腎癌 にお けるCEAはReynosoら4)によって7例
中4例 と比較的高 い陽性 率が報告 された.し か し,諸
家 ら5'1Dの検討 では陽性率 は9.1～56%とか な りの幅
を認め,当 初考 えられたほ ど腫瘍マ ーカーとして有用
性 は疑 問視 されて いる.そ の中でChuら5)は転移 を
有す る場合CEAの 陽性率 は87.5%である と進行 腎癌
のマーカー と して の意義 を報告 してお り,内 田 ら12)
もCEA陽 性群が有意 に予後が低下 していると報告 し
てい る.一 方Hortobagyiら13)は転 移症例25例中,
陽性例は1例 とその有用性 を否定 している.
腎細胞癌 においてCEAが500ng/dl以上 を示 した
例 はい ままで報告 されていない.自 験例 は術前 の画像
診 断 上 明 らか な転 移 巣 を認 め ず血 清CEAが815
ng/dlと高 い値 を示 し,非 常 に稀 な例 といえる.術 後
血清CEA値 は6.5ng/dlまで低下 した ものの,対 側
腎 門部 リンパ節の転移巣の出現 とともに再上昇 してお
り臨床経過 とよ く相 関す るものであった.
組織 内のCEA抗 原 につ いてGhazizadehら14)は,
腎細胞 癌において腫瘍内CEA抗 原 陽性率 は63%で,
grade,stageおよび予後 とは相 関が なかった と報 告
している.自 験例 は,CEA抗 原陽性 な巨大腫瘍 であ
り,こ の ことがCEA異 常高値 を示 した原因の一つ と
考 えられる.
CEAと 悪性度 に関 して は現時点で は明確 な結 論 は
出ていないが,自 験例 は術後2カ 月で明 らかな転移巣
出現 し,イ ンターフェロ ン療法 を行 うも効果 な く術後
6カ月で癌死 してお り,非 常 に予後不 良であった.腎
癌 については,感 受性,特 異性が ともに高 い腫瘍 マー
カーは存在 してい ないのが現状 で ある15)が,自 験例
で はCEAが 非常 に高い値 を示 し,ま たそれは臨床経
過 を良 く反映す る ものであ った.CEAが 高値 を示 し
た場合 には治療効果お よび再発の指標 とな りえ,そ の
値 を測定す るこ とは臨床上意義が あると思われた.
結 語
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